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業績予想の修正に関するお知らせ

平成 18年８月８日付「平成 19年３月期　第１四半期財務・業績の概況（連結）及び業績予想の修正」に
ておいて公表しました平成 19年３月期通期（連結・個別）の業績予想を下記の通り修正いたします。なお、
平成 19年３月期通期の配当予想に変更はありません。

記

１．業績予想の修正
（単位：百万円）

(1)平成 19年３月期連結会計年度
売 上 高     経 常 利 益     当期純利益

今回修正予想（Ａ） １６，２５６ ４５８ ２０３
前回発表予想（Ｂ） １６，２００ ８００ ３１０
増減額  （Ａ－Ｂ） ５６ △３４２ △１０７
増減率 ０．３％ △４２．８％ △３４．５％

(2)平成 19年３月期（個別）事業年度
売 上 高     経 常 利 益     当期純利益

今回修正予想（Ａ） １５，３００ ４２９ １３０
前回発表予想（Ｂ） １５，１００ ６５０ ２６０
増減額  （Ａ－Ｂ） ２００ △２２１ △１３０
増減率 １．３％ △３４．０％ △５０．０％

２．修正理由

売上高につきましては、教育事業のうち主たる学習塾部門において、生徒数が概ね期首の計画通りに推
移したことにより、ほぼ予想通りとなる見通しであります。

経常利益につきましては、前回発表予想を連結で３億 42百万円、個別で２億 21百万円下回る見通しで
あります。その主な要因は、次の通りであります。

(1) 連結及び個別に共通する要因として、当社（提出会社）において、当年度に新設した集合型教室の
立上時期に伴うコストが予想以上となったこと、人的体制強化のために増加した人件費等を増収に
より吸収できなかったこと、及び次年度に向けて集客のための広告宣伝活動等を強化したこと

(2) 連結子会社において、新規顧客からの売上高に係る営業総利益が予想した水準に達しなかったこと

(3) 前年度末にかけて設立された持分法適用会社において、当年度中の生徒募集が計画を下回ったため、
連結で計上される持分法による投資損失が予想以上となったこと

当期純利益につきましては、前回発表予想を連結で１億７百万円、個別で１億 30百万円下回る見通し
であります。これは、前述の経常利益の減少を要因とするものであります。

以　上

※業績予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報による判断に基づくものであり、実際の業績
は見通しと異なる場合があります。

　


